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研究成果の概要（和文）：本研究は、国家内少数言語話者が新たな土地に移住し、移住先でも少数言語話者になるとい
う二重構造に着目し、その言語話者たちがどのような言語選択を行い、次世代に継承しているのかを調査し、記述する
ことを目的とした。具体的調査対象として、スペインの少数言語であるガリシア語の話者を取り上げ、主にラテンアメ
リカに移住した人々に焦点を当てた。
ブラジルでは、ガリシア移民互助組織は、高齢化や加入者の減少に伴い、他の互助組織との統合が進んでいる現状が明
らかになった。アルゼンチンでは、ガリシア出身者は被差別対象であったことや、スペイン語圏であることから、ガリ
シア語の継承は積極的には行われなかったことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to describe the reality of the language choice and 
the attitudes toward the protection and the promotion of the heritage language of the minority people in 
one country migrated to another country whose dominant language is not theirs. We focused on this dual 
structure and took up the speakers of the Galician language, which is a minority language in Spain, who 
migrated to the Latin American countries in the 19th century as an example and did field research.
In Brazil due to the decrease in the number of the members and the progress in aging, the mutual aid 
societies of the Galician immigrants merged with other societies of the immigrants of different origins.
In Argentina as the Galician immigrants were discriminated and the majority language of Argentina was 
Spanish, their second language, the protection and the promotion of the Galician were not so active.

研究分野： 社会言語学
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１．研究開始当初の背景 
 グローバル化が進み、世界各地で英語や中
国語、あるいはスペイン語といった大言語へ
の収斂が進んでいるように思われる昨今で
はあるが、一方で、人の移動が増加すること
により、国家内における移民の存在や、少数
派言語話者の存在が意識される機会も増え、
多様性の尊重といった考え方が注目を集め
ている。 
 人の移動や少数派の存在は何も最近始ま
った現象ではないが、EU などの地域統合の
動きが加速したことや、ICT の進歩に伴い、
各地の情報が瞬時に入手できるようになっ
たという環境の変化から、逆説的に、国境の
存在が際立ち、その領域内の多様性が再認識
されるようになったと考えることができる。
こうしたなか、国家内の歴史的少数派民族や
少数言語話者といったマイノリティー集団
や移民の社会統合と言語・文化の保持といっ
た課題について従来にも増して真剣に取り
組む必要性が高まっている。そのため、世界
各地の様々な事例を研究することで、新たな
知見が得られることが期待される。 
 本研究は、近代以降に形成された国民国
家という枠組み内で公用語などの主要言語
の地位を得られなかった、いわゆる少数言
語の話者が、政治的、経済的要因から国外
に亡命あるいは移住した場合に、その移住
先でどのような言語選択を行いうるのかに
ついて具体的な事例研究を行うことをめざ
したものである。調査対象として取り上げ
たのは、スペイン・ガリシア地方の地域少
数言語であるガリシア語の話者である。ガ
リシア地方は、スペインの他地域が近代化
してからも長らくの間、農林水産牧畜など
の第 1 次産業が主要産業であった。比較的
人口密度が高かったため、経済的に貧しく、
多くの人々が仕事とより豊かな生活を求め、
18 世紀以降断続的に欧州および中南米諸
国に移住することになった。また 1930 年
代にはスペイン内戦が勃発し、その後フラ
ンコによる独裁体制下でガリシア語の使用
が抑圧されたため、多くの知識人がアルゼ
ンチンを中心とする南米諸国に亡命し、亡
命先からガリシア語を使用した発言を行っ
た。 
 本研究で対象とした移住先地域は中南米
諸国であり、その中心はブラジルとアルゼ
ンチンである。ブラジルの主要言語はポル
トガル語であり、アルゼンチンの主要言語
はスペイン語である。そのためガリシア語
話者は移住先でも国家という枠組みの中で
少数言語話者となったわけである。亡命者
はもちろんのこと、移住者たちの多くは移
住先でもガリシア語を使用し続け、移住先
の国家語とガリシア語との二言語使用者で
あったと考えられる。つまり、彼らは出身

地においても、移住先でも二言語話者であ
り続けたのである。また、ガリシア地方の
出身者たちは、自らの言語文化を守るべく、
移住先の定住地に「ガリシアの家（Casa de 
Galicia）」という施設を設立し、同郷者た
ちの互助会を組織し、文化活動を行ってき
た。 
 ガリシア地方出身者の世界各地への移住
は非常に大きな現象であるにも関わらず、
日本では取り上げられる機会が少なかった。
また、出身地の国家内での少数言語話者の
移住先での言語使用と言語意識についての
現地調査を中心とする本研究は、日本国内
での少数言語話者であった沖縄出身の国外
移民の言語研究などにも大いに参考になる
だろう。一方、移住先での少数言語話者の
言語維持や言語選択、あるいは言語に対す
る意識などについての本調査で得られたデ
ータは、今後ますます増加すると予想され
る日本国内におけるニューカマーと呼ばれ
る移民の言語使用に関する研究にとっても
役立つものになるはずである。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、国家内における少数言語話者が
新たな土地に移住し、その移住先でも少数言
語話者になるという二重構造に着目し、その
言語話者たちがどのような言語選択を行い、
次世代への言語継承に際して、どのような態
度を取りうるのかを調査し、記述することを
目的とした。そのため、具体的調査対象とし
て、スペインの少数言語であるガリシア語の
話者を取り上げ、主に 19 世紀にラテンアメ
リカ諸国に移住した人々に焦点を当ててフ
ィールド調査を行う事とした。また、移住先
での同郷出身者間でのネットワーク形成や、
出身地とのつながりの維持についても考察
対象とした。そのため、移民の出身地であ
るスペイン・ガリシア地方と移住先のアル
ゼンチンおよびブラジルにおけるガリシア
人互助組織、スペイン政府在外公館、ガリ
シア自治州政府などでの聞き取り調査を中
心に研究を行うこととした。 
  
３．研究の方法 
 まずスペインにおけるガリシア語につい
て 19 世紀以降の言語復興運動や文芸復興
運動、地域ナショナリズムについて詳細な
文献調査を行い、ガリシア地方からの移民
の言語の社会的背景について整理すること
とした。次に、移住者の分類を行い、それ
ぞれの移民グループが移住するに至った背
景を明らかにし、移住先の選択に際して言
語という要因がどのような影響を与えたの
かについて考察した。 
 その上で、移住先の例としてブラジルと
アルゼンチンを取り上げ、両国における言
語状況と現在に至るまでの言語政策につい



て文献、資料調査を実施し、少数言語話者、
移民に対していかなる言語使用を求めてき
たのかを主に行政、教育、マスメディアの
分野において考察した。 
 これらの事前調査をふまえ、移民送出元
であったスペイン・ガリシア地方と、移住
先の代表例としてのブラジル、アルゼンチ
ンにおいて現地調査を行うこととした。 
 ガリシア地方における現地調査では、現
在もガリシアの言語文化の対外普及政策や
在外スペイン人としてのガリシア人有権者
に対する広報拠点となっている「ガリシア
の家」などのネットワークを重視するガリ
シア自治州政府を訪問し、ガリシア自治政
府が「ガリシアの家」をどのように扱って
いるのかについて政策担当者に対する聞き
取り調査を行うこととした。一方、ブラジ
ルとアルゼンチンでは「ガリシアの家」な
どのガリシア言語文化保持のための施設を
訪問し、現在実施されている言語保持・普
及のための施策について調査し、記述する
こととした。同時に、現地のガリシア出身
者コミュニティーにおけるネットワーク形
成について聞き取り調査を実施した。 
 
４．研究成果 
 初年度にブラジル・リオ・デ・ジャネイロ
およびサン・パウロで実施した現地調査の結
果、Casa de Galicia（ガリシアの家）など
の移民互助組織は、高齢化や加入者の減少に
伴い、他のスペイン各地からの出身者の互助
組織との統合が進み、Casa de Espanha（ス
ペインの家）といった組織となっている現状
が明らかになった。つまり、当初の出身地別
の互助組織といった意味合いは薄れ、スペイ
ン全体の出身者向けのレクリエーション組
織へと変貌していたのである。 
 また、ガリシア出身移民の継承言語として
のガリシア語教育に関しては、移民の子孫、
ガリシア文化研究を専門とする大学生など
に対し、実施している機関もあったが、非常
に小規模に実施されていることが明らかに
なった。ガリシア文化を紹介する行事が開催
されることもあるが、近年のブラジルにおけ
るスペイン語学習人気の高まりに伴い、スペ
イン語講座を実施するなど、非スペイン系移
民向けのサービスを実施している実態も明
らかになった。 
 2 年目は、リオ・デ・ジャネイロおよびア
ルゼンチンのブエノス・アイレスにおける現
地調査を実施した。その結果、ポルトガル語
圏であるブラジルのリオ・デ・ジャネイロと
スペイン語圏であるアルゼンチンのブエノ
ス・アイレスにおけるガリシア移民の社会統
合の過程における差異が明らかになった。リ
オ・デ・ジャネイロではガリシア移民はポル
トガル人と同一視され、見えにくい存在とな
り、その結果、ガリシア語があまり継承され
ることなく現地社会に統合されていった。一
方、ブエノス・アイレスでは、ガリシア人は

スペインからの移民の中でも多数派であっ
たのだが、それゆえに、スペインから到着す
る移民の代表的存在となり、「ガリシア人」
という呼称は、スペインからの移民全体の蔑
称として使われるようになった。そのため、
ガリシア人は自らの出自を隠すようにして
暮らしたため、ガリシア語やガリシア文化は
継承されにくかったことが明らかになった。
ただし、ブエノス・アイレスのCentro Galicia
（ガリシア・センター）は大規模な施設であ
り、スポーツジムや生徒数 550 人の初等中等
教育課程からなる私立学校も併設されてい
た。会員数も 9000 人を誇る規模である。ま
た、郊外には運動場などを備えた広大なレク
リエーション施設を有している。近年になり、
ガリシア語を学ぶ人々も増えてきており、ガ
リシア人であるという出自を隠すような時
代は終わったようである。 
 最終年度には、それまでに実施した資料の
分析などから、明らかになった点を踏まえ、
新たに生じた疑問を解消するために、移民送
出元であるガリシア自治州およびガリシア
からの移民が多い欧州内の国家の一つであ
るドイツで現地調査を行った。 
 ドイツではハノーファーにおいて聞き取
り調査を実施したが、同市は 1966 年頃には
フランクフルトについでガリシアからの移
民が多い都市であったという。1969 年に 12
家族が集まり、互助組織・レクリエーション
組織を設立し、その後規模を拡大し、1981 年
に Centro Galego de Hannover（ハノーファ
ー・ガリシア・センター）が設立された。最
盛期には 300 世帯近くが会員となり、600 人
程度の人々が定期的に同センターの行事な
どに参加していたが、その後、会員の高齢化
が進み、規模が縮小しつつあるのは、南米諸
国の互助組織と同様である。現在も定期的に
ガリシア語講座などが開かれているという
が、小規模に実施されているようである。 
 ガリシア自治州では、教育機関などでの聞
き取り調査の他、自治政府移民庁において
Antonio Rodríguez Miranda 長官に対し、
聞き取り調査を実施した。その結果、現在の
自治政府移民庁は、高齢化が進み、小規模な
コミュニティーが増加している在外ガリシ
ア人の連携を図るための支援を行うことを
目的としているとのことであった。また、最
近は、ガリシアの企業が南米諸国をはじめと
するガリシア移民が多い地域に進出するこ
とを支援する活動も行なっており、自治政府
が移民ネットワークを活用する方針である
ことが明らかになった。一方、移民の子孫を
ガリシアに招聘するなど、移民の子孫に対す
る継承言語・文化教育を支援する活動も実施
していることが明らかにになった。 
 これらの調査の過程で、スペインという国
家内の少数言語の対外普及という視点から
も調査の必要性が感じられ、別の科研プロジ
ェクト（スペインにおける「少数言語」の対
外普及に関する言語政策論的比較研究：研究



代表者：萩尾生：基盤研究(C)：課題番号：
24510340）との連携も図った。これらの研
究を踏まえ、スペイン政府が世界各地のセル
バンテス文化センターを通して実施してい
るスペイン語普及政策との関連から国家内
少数言語の普及活動についてより深く研究
する必要性が明らかになった。また、在外移
民政策と移民の継承言語・文化維持のための
政策との関連について研究を進めていくこ
とも必要である。 
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